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Lederer , Chedid ら，小谷ら，ついで東，山村らによって，細菌細胞壁ペプチドグリカンのアジュパ
































レシチンとコレステロール(モル比で、1:1) で作製したリポソーム懸濁液の場合， 6-0- アシル-MDPの









5. 最後に，アジュパントと抗原をリン酸緩衝生理食塩水(pH7.0 ， ?{SM) に懸濁した型で腹腔内注射
を試みた。 MDPやペプチドグリカンサプユニットポリマーでは，大量を用いた場合にも全く効果がな
いのに， 6-0-(2ーテトラデシルヘキサデカノイル) -MDPでは，強いアジュパント効果の発現が見られた。
アジュパント作用の発現には，供試動物の種や系統，また抗原の種類が大きく影響することが知ら
れているので，今後これらの点について検討を重ねる必要があろう。
論文の審査結果の要旨
この研究は，基礎および応用の両面から最近活発な研究が行われている細菌細胞壁ペプチドグリカ
ン構築単位の免疫強化作用を，強い「副作用」を伴なうことなく効果的に発揮させる投与様式につい
て，系統的かつ詳細な検討を行ったものである。その結果，合成した6-0ーステアロイルーN- アセチル
ムラミルーL-アラニルーD-イソグルタミンを レシチンとコレステロールで作ったリポソームにテス
ト蛋白質抗原と共に「取り込ませて」投与すると，投与局所及び所属リンパ節に強い反応をひき起こ
すことなく，細胞性免疫を誘導し，抗体生産を高める明確なアジュパント作用が結果するなど，注目
すべき事実が明らかにされた。
木下文夫君の研究は，免疫アジュパントに関する研究を一段と飛躍させるのに役立つ，貴重な成果
を収めたもので，歯学博士の学位請求に十分値するものと認める。
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